
十
九
世
紀
前
牛
の
寒
蘭
西
書
壇
に
於
け
ろ

爲
實
主
義
の
愛
港

（陶

j

小
林
太
市
郎

融、

@
緒
　
　
言
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青
鷺
圭
義
を
、
輩
・
に
、
自
然
の
模
倣
ご
云
ふ
や
う
な
意
昧
に
取
れ
ば
、
近
代
の
欧
洲
絡
書
は
、
全
膿
こ

し
て
、
寓
實
的
色
彩
の
甚
だ
濃
厚
な
も
の
ご
云
へ
る
。
　
し
か
し
、
美
術
史
上
、
三
雲
主
義
こ
い
ふ
言
葉

は
、
之
よ
り
、
更
に
、
限
ら
れ
た
意
昧
を
有
す
る
の
で
、
邸
ち
、
そ
れ
は
、
打
興
の
源
泉
を
、
専
ら
、
現
に
實
在
す

る
事
物
の
う
ち
に
求
め
、
之
を
正
確
に
描
心
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
一
の
特
殊
な
美
を
現
出
し
や
う

こ
す
る
藝
術
を
指
し
、
超
膚
寒
的
戚
情
の
表
現
、
或
は
、
形
似
ご
色
彩
こ
の
主
槻
的
構
成
に
よ
っ
て
「
美
」

に
達
し
や
う
こ
す
る
藝
雪
上
の
理
想
主
義
ε
反
醤
の
意
思
に
、
普
通
、
使
用
さ
れ
る
。

　
近
世
の
絡
叢
で
は
、
ま
つ
、
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
の
風
俗
電
が
、
此
限
ら
れ
た
意
味
の
寓
實
主
義

藝
術
の
著
し
い
も
の
ご
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
要
す
る
に
、
風
俗
叢
の
範
團
を
出
な
い
も
の
で
↓
そ
の
書

　
　
十
九
世
紀
前
牛
の
佛
蘭
西
欝
塩
に
於
け
る
爲
實
主
義
の
憂
蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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哲
學
研
劣
第
胃
三
十
三
鷺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
ご

く
の
は
、
軟
い
光
に
落
着
い
た
北
國
の
室
内
の
情
趣
、
或
は
和
蘭
の
田
舎
生
活
の
面
白
昧
な
ざ
に
限

ら
れ
、
そ
の
あ
ら
は
す
戚
情
も
普
通
の
日
常
生
活
の
、
低
く
、
落
着
い
π
調
子
を
外
れ
る
こ
ε
は
な
い

が
、
ま
た
、
そ
れ
以
上
に
も
出
て
み
な
い
。
そ
し
て
、
此
等
の
風
俗
蚕
は
、
い
つ
れ
も
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

等
の
町
家
の
閑
静
な
室
内
の
壁
に
懸
け
ら
れ
、
時
に
、
手
盛
く
取
り
外
し
出
來
る
程
度
の
大
さ
に
す

ぎ
な
か
っ
た
Q

　
然
る
に
、
十
九
世
紀
の
騰
馬
西
寓
實
主
義
懇
書
は
、
現
實
を
離
れ
す
し
て
、
し
か
も
、
偉
大
、
批
麗
．
華
美
、

可
憐
、
悲
惨
．
嘲
笑
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
客
情
ε
情
趣
ピ
の
楷
梯
を
、
大
は
高
さ
三
米
突
除
、
長
さ
約
七
米

突
に
わ
だ
る
ク
ウ
ル
ベ
の
「
オ
ル
ナ
ン
の
頭
痛
二
か
ら
小
は
、
方
、
尺
に
足
ら
澱
ロ
オ
ト
ン
ク
の
版
書
に

到
る
廣
狭
種
々
の
高
専
に
、
自
在
に
、
あ
ら
は
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
以
前
に
あ
っ
て
は
、
偉
大
、
悲
壮
な
ご
の
威
情
ε
享
徳
の
叢
面
ε
は
歴
史
書
、
宗
敷
蚕
の
み
の

扱
ふ
も
の
こ
、
書
壇
の
習
慣
上
、
決
め
ら
れ
て
み
た
の
で
、
十
九
世
紀
佛
蘭
西
に
於
け
る
寓
實
主
義
絡

書
の
こ
の
新
羅
展
ビ
そ
の
藁
葺
の
盛
運
ε
は
近
世
絡
書
史
上
の
最
も
著
し
い
事
實
で
あ
り
、
そ
の

歴
吏
上
、
及
、
藝
術
上
の
重
要
さ
は
和
蘭
寓
實
風
俗
書
の
そ
れ
を
、
遙
に
、
俊
駕
す
る
も
の
が
あ
る
ε
云

ひ
得
る
。

　
十
九
世
紀
の
佛
．
蘭
西
寓
實
主
義
絡
書
の
獲
展
を
、
全
軍
こ
し
て
、
観
る
蒔
は
、
そ
れ
は
、
ク
ゥ
ル
ベ
を



頂
瓢
こ
し
て
、
一
の
曲
線
を
描
い
て
み
る
の
で
、
ク
ゥ
川
べ
以
前
に
あ
っ
て
は
、
爲
實
主
嚢
は
、
総
書
上
、

他
の
異
種
の
傾
向
，
た
こ
へ
ば
、
”
マ
ン
チ
ズ
ム
等
ご
混
り
存
し
て
み
て
、
或
は
、
そ
れ
等
か
ら
全
く
分

離
せ
す
、
或
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
に
探
り
入
れ
ら
れ
て
、
消
長
愛
遷
の
途
を
だ
ご
つ
て
み
る
が
、
ク
ゥ
ル

ベ
に
於
て
は
、
他
の
諸
傾
向
か
ら
完
全
に
分
離
し
、
二
尊
主
義
ご
い
ふ
一
の
主
義
を
、
自
ら
、
標
榜
し
て
、

書
壌
の
濁
立
せ
る
一
大
勢
力
を
な
す
に
劉
っ
て
み
る
。
ク
ゥ
ル
ベ
以
後
の
爲
實
主
難
解
書
は
、
マ

ネ
に
よ
っ
て
、
分
解
の
緒
に
就
き
、
ド
ガ
に
於
て
、
観
察
ビ
分
析
ご
の
鏡
利
の
極
を
得
る
ご
共
に
、
稗
、
そ

の
性
質
を
墾
じ
て
、
一
種
の
性
格
主
義
ご
も
云
ふ
べ
き
も
の
に
な
り
、
更
に
、
そ
の
2
4
の
丁
分
派
は
印

象
圭
嚢
の
形
を
取
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
本
稿
は
此
登
展
の
前
議
、
郎
ち
、
時
代
か
ら
云
へ
ば
、
十
九
．
世
．
紀
の
始
め
凡
そ
五
十
年
間
に
於
け
る

佛
蘭
西
寓
實
主
義
品
番
の
獲
遷
の
跡
を
、
最
も
重
要
な
叢
誌
の
書
風
ビ
其
作
贔
ご
に
よ
っ
て
た
ご

り
、
ク
ゥ
ル
ペ
以
前
の
爲
實
意
義
絡
書
が
ク
ゥ
ル
ペ
の
．
寓
實
玄
義
ご
如
河
な
る
關
係
を
有
す
る
か
、

或
は
、
i
結
論
の
一
端
を
始
め
か
ら
云
へ
ば
，
一
寧
ろ
有
し
な
い
か
を
定
め
る
に
必
要
な
回
＝
こ

の
事
實
を
明
か
に
し
ゃ
う
ε
す
る
の
で
あ
る
、

387

さ
て
、
十
九
世
紀
初
の
佛
蘭
西
書
壇
に
於
け
る
爲
實
点
画
、
或
は
、
寓
話
的
傾
向
の
言
置
ご
其
位
澄

　
十
九
世
紀
前
牛
の
佛
…
蘭
西
謹
境
に
於
け
る
管
り
賓
歳
義
の
攣
藩
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煕
三
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哲
學
研
究
第
頁
三
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

ご
を
、
正
確
に
、
理
解
す
る
爲
に
は
、
先
づ
、
そ
の
直
前
、
十
入
世
紀
末
の
佛
蘭
西
叢
壇
の
大
勢
を
知
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
二
、
　
十
入
世
紀
末
に
於
け
る
佛
蘭
西
書
壇
の
歌
勢
、

　
十
八
世
紀
末
の
佛
蘭
西
書
壇
を
支
配
す
る
事
實
は
’
古
代
崇
揮
の
風
潮
と
、
之
に
俘
ふ
、
激
訓
薗
歴

史
書
の
流
行
ε
で
あ
る
。
此
時
代
の
絡
書
吏
を
、
特
に
、
研
究
し
た
b
o
£
口
簿
茂
は
斯
る
傾
向
の
登
端

を
一
七
四
・
七
年
に
於
い
て
み
る
が
、
（
一
）
或
は
、
之
を
、
更
に
、
二
三
年
渥
ら
す
歴
君
家
も
あ
る
。
（
二
）
い
つ

れ
に
し
て
も
、
其
頃
に
な
っ
て
、
十
入
世
紀
前
年
の
、
輕
快
に
し
て
温
柔
な
、
愛
す
べ
き
書
風
に
勤
す
る

反
動
が
あ
ら
は
れ
、
古
代
彫
刻
の
模
徹
ご
、
古
代
英
雄
の
事
蹟
に
よ
る
聖
徳
的
敏
化
ご
を
絡
書
の
理

想
ε
す
る
風
潮
が
、
俄
に
、
強
く
な
っ
て
來
元
こ
ご
は
美
術
更
家
の
、
一
致
し
て
、
認
め
る
塵
で
あ
る
。
（
三
）

　
種
々
の
事
情
が
此
風
潮
を
助
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
ま
つ
、
注
意
す
べ
さ
は
此
時
代
の
前
後
か
ら

古
代
彫
刻
の
出
土
、
再
現
す
る
も
の
が
非
常
に
多
く
な
っ
た
こ
ご
で
あ
る
。
羅
馬
に
於
て
は
、
そ
の

一
鰐
、
稚
…
以
舗
剛
か
ら
、
ヵ
ピ
ト
オ
ル
、
ブ
チ
カ
ン
の
美
術
館
が
創
棚
め
ら
れ
、
一
更
に
、
ボ
ム
ペ
イ
、
ヘ
ル
ク
ラ
ヌ
ム

の
螢
掘
は
、
宛
然
、
古
代
世
界
を
再
鵡
し
、
パ
エ
ス
ッ
ム
の
ド
ソ
ッ
ク
建
築
、
亦
、
世
の
注
意
を
牽
く
ε
共

に
、
其
等
遣
物
は
圖
版
に
刻
さ
れ
て
廣
醜
し
、
全
欧
洲
に
わ
た
っ
て
、
古
代
崇
拝
、
や
が
て
、
模
倣
の
風
潮
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を
醸
成
、
少
く
も
助
成
し
た
の
で
あ
る
Q
（
四
）

　
此
思
潮
の
文
献
に
あ
ら
は
れ
「
た
も
の
こ
し
て
は
、
レ
ス
シ
ン
グ
や
ウ
イ
ン
ヶ
ル
マ
ン
の
研
究
の

鼻
音
さ
れ
る
数
年
前
、
嚇
七
四
七
年
に
、
佛
蘭
西
の
輝
輝
家
目
即
ず
蒜
紆
Q
り
”
簿
k
。
臼
一
〇
は
、
其
署
∩
9
ω
凶
飢
？

」
慧
○
蕊
ω
舞
．
駐
Φ
5
器
。
。
。
遵
ω
○
ω
浄
℃
勲
簿
嘆
ひ
ω
2
戸
叶
侍
狂
℃
。
…
馨
g
δ
9
閃
謎
一
ざ
ρ
の
中
に
、
鼻
骨
の
佛
蘭
西
檜
叢
を

輕
跳
、
且
、
不
滋
徳
的
こ
し
て
斥
け
、
崇
高
な
古
代
の
模
倣
が
、
帥
ち
、
「
偉
大
な
る
藝
術
」
に
辞
す
る
滋
で

あ
る
こ
ご
を
、
緬
眈
に
、
一
説
い
て
み
る
。
（
簾
）
降
っ
て
、
一
七
五
五
年
に
は
、
ウ
イ
ン
ヶ
ル
マ
ン
の
希
騰
…
美
術

の
模
倣
に
賛
す
る
研
究
が
あ
ら
は
れ
、
そ
の
「
美
術
史
」
の
初
版
は
一
七
六
四
年
に
出
版
．
さ
れ
て
み
る
○

　
「
美
」
は
理
性
的
、
超
戚
畳
的
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
戚
々
さ
れ
る
「
自
然
」
の
う
ち
に
は
存
し
な
い
。
從

っ
て
、
「
美
」
を
追
求
す
る
梶
野
家
は
之
を
「
自
然
」
の
研
究
に
求
む
べ
き
で
な
く
、
斯
る
「
理
想
美
」
を
完
全

に
實
現
し
た
藝
術
、
撃
ち
、
ウ
ィ
ン
ヶ
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
昏
昏
彫
刻
の
忠
實
な
模
倣
を
其
目
的
ご
す

べ
き
で
あ
る
。
之
が
彼
の
理
想
美
論
の
骨
子
で
あ
っ
て
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
⑪
メ
ン
グ
ス
、
ア
ン
ゲ
ソ
カ
⑬

カ
ウ
フ
マ
ン
、
ボ
ム
ペ
オ
。
バ
ト
ニ
等
は
、
た
や
ち
に
、
此
理
論
を
實
際
の
上
に
応
用
し
始
め
、
佛
蘭
西

人
で
、
最
初
に
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
の
は
、
當
時
、
羅
馬
に
み
た
、
書
家
の
団
3
．
暦
9
と
、
彫
刻
家
で
理
論
家

を
粂
ね
た
ρ
舞
搾
。
ヨ
酵
。
号
◎
碁
δ
団
ご
で
あ
っ
た
。
（
六
）

　
其
頃
の
羅
馬
は
ウ
イ
ン
ケ
ル
マ
ン
流
の
古
代
崇
笄
の
一
大
中
一
6
を
成
し
て
み
た
の
で
、
一
七
五

　
　
十
九
没
門
前
牛
の
佛
蘭
西
鑑
境
爵
於
け
ろ
爲
實
主
義
の
墾
蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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費
一
団
T
研
究
　
駕
訟
日
三
・
T
一
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

八
年
以
家
、
ウ
イ
ン
ヶ
ル
マ
ン
は
、
ヵ
〃
ヂ
ナ
ル
⑬
ア
〃
バ
ニ
の
司
書
ε
し
て
、
羅
馬
に
あ
り
、
彼
を
中

心
ピ
し
て
、
考
古
家
、
藝
術
家
の
間
に
一
種
の
雰
締
高
が
作
ら
れ
、
ア
ル
プ
ス
の
彼
方
へ
古
代
渇
仰
の

風
を
論
る
ご
共
に
、
十
⊥
ハ
世
紀
以
來
の
傳
統
に
随
っ
て
羅
馬
へ
學
び
に
論
る
諸
國
の
藝
術
家
を
し

て
此
雰
扇
動
中
に
陶
酔
せ
し
め
ね
ば
止
ま
な
か
っ
た
。
（
七
）
”
後
に
、
そ
の
狂
熟
的
な
性
格
の
カ
ご
政

治
上
の
背
景
ご
に
よ
っ
て
、
古
代
模
倣
圭
義
を
紫
蘭
西
書
壇
の
支
配
的
勢
力
ご
し
て
確
立
し
た

P
ピ
く
嬢
も
、
亦
、
羅
馬
の
此
塞
氣
の
う
ち
に
育
て
ら
た
た
一
入
で
あ
る
。
（
八
）

　
さ
て
、
羅
馬
を
中
心
こ
す
る
國
際
的
な
理
想
美
論
、
古
代
模
倣
主
義
が
、
佛
蘭
西
で
は
、
道
徳
、
或
は
寧

ろ
、
激
調
を
無
血
の
最
高
目
的
ご
す
る
扁
爪
の
風
潮
に
合
し
て
、
こ
の
爾
者
の
混
合
か
ら
、
一
種
の
敷

訓
説
古
代
崇
拝
圭
義
が
生
じ
て
み
る
の
で
、
予
言
實
は
、
書
壇
の
上
に
、
古
代
英
雄
の
晶
晶
的
事
蹟
を

題
材
ご
す
る
一
歴
史
説
毘
の
流
行
ε
な
っ
て
あ
ら
は
れ
て
み
る
〇
一
芸
堂
且
・
更
か
ら
幅
概
れ
ば
、
此
［
風
溺
は
、
十

八
世
紀
前
宇
を
風
靡
し
、
嘗
時
、
ブ
ウ
シ
エ
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
み
た
温
柔
叢
風
に
甥
す
る
反
動

の
性
質
を
有
す
る
の
で
、
こ
の
反
動
は
、
既
に
．
前
に
ひ
い
た
一
七
四
七
年
忌
　
揮
♂
旨
山
。
曽
葺
歳
Ω
鵠
一
。

の
著
書
に
於
て
あ
き
ら
か
に
看
取
さ
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
少
し
逓
れ
て
サ
ロ
ン
批
評
の
筆
を
取
っ

た
ヂ
デ
ロ
は
、
最
も
，
之
を
強
く
す
る
に
輿
っ
て
み
る
○
プ
ウ
シ
エ
の
絡
は
、
道
徳
的
で
な
い
に
し
て

も
．
猫
，
快
活
ご
卒
直
こ
の
徳
を
有
し
て
み
る
が
、
ヂ
デ
算
は
、
風
俗
を
害
す
る
も
の
ご
し
て
、
之
を
非
難
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し
、
却
っ
て
、
暖
昧
な
グ
ル
ゥ
ズ
の
教
訓
絡
を
、
そ
の
殺
訓
絡
た
る
が
故
に
、
賞
揚
し
て
や
ま
な
い
Q
（
九
）

斯
る
批
評
に
共
鳴
し
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
時
代
が
、
好
ん
で
羅
馬
入
の
激
訓
的
事
蹟
を

あ
ら
は
す
古
代
崇
拝
書
に
、
甚
く
、
威
激
す
べ
き
は
言
を
倹
た
な
い
で
あ
る
。

　
次
に
、
此
反
動
の
風
潮
を
著
く
助
け
た
・
の
は
政
府
の
干
渉
で
あ
っ
た
Q
其
漿
、
美
術
に
關
す
る

國
務
．
圭
こ
し
て
、
美
術
家
に
王
室
の
注
交
を
與
へ
る
こ
ご
は
、
ω
ξ
寮
9
鉱
目
糞
号
ω
ぴ
沖
甑
筥
舞
ω
曾
δ
同
の

司
る
所
こ
な
っ
て
み
た
の
で
、
此
職
に
居
る
者
は
、
略
、
叢
壇
の
大
勢
を
左
右
し
得
る
麗
々
に
あ
っ
た
Q

然
る
に
、
一
七
四
五
年
以
來
、
路
易
十
五
世
の
寵
姫
三
章
9
日
目
α
①
℃
・
ヨ
℃
践
O
q
『
の
養
父
ご
、
兄
の
　
寓
鍵
£
一
。
。

（
げ
旨
9
戦
点
燈
ε
が
、
相
つ
い
で
、
此
職
を
占
め
て
か
ら
、
大
い
に
，
敷
調
的
歴
史
叢
を
奨
養
し
、
殊
に
、
後
者
は
、

書
題
に
干
渉
し
、
裸
膿
書
に
就
い
て
書
家
に
警
告
し
た
b
し
た
の
で
、
書
界
は
、
差
出
に
題
し
て
、
程
度

を
越
し
た
重
傷
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
（
＋
）
舞
楽
、
十
入
世
紀
藝
術
と
云
へ
ば
、
そ
の
全
膿
が
、
享
樂
的
、

寧
ろ
、
淫
靡
な
も
の
こ
さ
へ
考
へ
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
絡
書
史
上
の
墾
遷
を
夕
霧
に
理
解
す
る
爲
に

は
、
此
世
紀
の
中
葉
以
後
、
斯
る
風
潮
に
製
す
る
反
動
こ
し
て
、
極
端
な
滋
藤
酌
、
激
訓
的
傾
向
が
、
魁
會

の
各
方
面
に
蓬
頭
し
、
そ
の
結
果
が
、
や
が
て
、
強
く
、
聖
壇
の
上
に
あ
ら
は
れ
て
み
る
こ
ご
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

　
以
上
を
約
言
す
れ
ば
、
ウ
イ
ン
ヶ
ル
マ
ン
流
の
古
代
崇
舞
主
義
ビ
、
ヂ
デ
ロ
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ

　
　
十
九
志
紀
前
牛
の
佛
薦
西
霊
貌
に
於
け
る
爲
實
主
義
の
溌
蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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四
入

る
激
詩
的
藝
術
観
ご
が
、
佛
蘭
西
に
著
て
は
、
相
援
け
、
互
に
影
響
し
て
、
藝
術
上
の
晶
群
的
古
代
模
倣

主
義
を
つ
く
り
、
そ
れ
が
、
時
勢
の
風
潮
に
乗
じ
、
政
府
の
庇
護
を
も
得
て
、
急
に
カ
を
姦
し
、
ブ
ウ
シ
エ

涙
の
温
柔
書
風
を
書
壇
か
ら
斥
け
て
、
激
訓
論
説
吏
書
の
大
流
行
を
招
乱
し
た
、
ご
、
い
ふ
の
が
當
時

の
佛
蘭
西
叢
壇
の
状
勢
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
斯
る
大
勢
の
趣
く
慮
は
、
鳳
七
八
五
年
、
羅
馬
に
了
い
で
ウ
イ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
弟
子
等
の

賞
讃
を
博
し
、
同
年
、
ル
ウ
ヴ
ル
に
展
親
さ
れ
た
ダ
ヅ
イ
の
ピ
。
ω
Φ
§
Φ
二
号
ω
国
。
養
。
ω
に
甥
す
る
書
壇
8

証
會
ご
の
熱
狂
的
威
激
（
忠
）
ご
な
っ
て
あ
ら
は
れ
る
の
で
、
叢
に
、
絡
書
上
の
数
獣
的
右
代
模
倣
主
義

の
勝
利
は
確
實
、
絶
醤
、
決
定
的
ご
な
っ
た
こ
槻
ら
れ
る
。
（
十
二
）

　
佛
蘭
七
二
書
更
上
、
何
時
、
何
年
に
、
十
入
論
纂
を
閉
ぢ
、
十
九
世
紀
を
開
く
べ
き
か
に
就
い
て
は
、
自

然
、
學
者
の
意
見
を
異
に
す
る
が
、
H
・
。
勢
因
ひ
墓
門
の
如
く
之
を
一
七
入
五
年
ビ
し
て
も
、
（
＋
三
）
U
冒
す

氏
に
八
っ
て
之
を
一
七
九
三
年
ま
で
遅
ら
し
て
も
（
志
）
ま
た
は
、
簡
軍
に
一
入
○
○
年
を
境
ε
し
て

も
（
＋
五
）
要
す
る
に
、
此
等
の
年
を
含
む
時
代
に
於
て
、
古
代
模
倣
主
義
、
美
術
吏
家
の
所
謂
．
矛
オ
。
ク
ラ

シ
シ
ズ
ム
が
佛
蘭
西
書
壇
の
支
配
的
勢
力
を
成
し
て
み
た
こ
ご
は
史
家
の
、
等
く
、
認
め
る
慮
で
あ

る
。　

然
る
に
、
斯
る
古
代
模
倣
論
義
ー
ー
既
に
…
定
時
代
の
藝
術
に
「
理
想
美
」
は
完
全
に
實
現
さ
れ
て



ゐ
、
從
っ
て
、
そ
れ
以
後
の
藝
術
の
目
的
は
そ
の
忠
實
な
模
倣
以
外
に
な
い
と
し
、
更
に
、
こ
の
模
倣
の

範
團
を
嘉
徳
ご
臨
調
こ
の
域
に
限
ら
う
こ
す
る
f
・
斯
る
主
義
は
、
時
代
ご
共
に
愛
漏
す
る
、
そ
の

時
、
そ
の
時
の
、
あ
b
の
ま
、
の
現
實
の
う
ち
に
、
永
遽
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
そ
れ
《
＼
の
時
代
に
特
殊

な
美
を
求
め
や
う
ご
す
る
藝
術
上
の
主
義
、
云
ひ
換
へ
れ
ば
、
寓
言
主
義
ご
、
正
し
く
、
相
反
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
含
む
理
想
愚
論
は
、
微
然
ビ
し
て
、
鼠
鳴
の
蔑
視
を
標
榜
し
、
そ
の
駿
訓
主

義
は
、
必
ず
、
不
完
全
な
並
在
世
界
の
あ
り
の
ま
、
の
描
寓
を
排
斥
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
斯
る
主

義
の
確
立
を
そ
の
特
徴
的
事
實
ε
す
る
十
八
世
紀
末
佛
蘭
西
叢
壇
の
大
勢
は
、
決
し
て
、
寓
實
主
義

の
登
展
に
好
適
な
も
の
で
儲
な
く
、
寧
ろ
、
そ
の
獲
芽
を
不
可
能
ε
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
故
に
、
一
七
九
〇
年
の
グ
ヴ
イ
の
ド
○
O
Q
。
§
Ω
鍵
田
甘
藏
鮎
。
男
地
誌
Φ
の
入
稿
（
実
）
の
う
ち
に
、
あ
き
ら
か

に
、
看
取
さ
れ
、
一
七
九
三
年
の
彼
の
ζ
宣
言
H
・
昌
巴
亀
。
㌦
＋
七
）
に
出
て
、
決
定
的
に
、
あ
ら
は
れ
た
寓
實
主

義
絡
叢
の
湿
生
を
解
済
す
る
も
の
は
、
之
を
書
、
壇
の
外
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
然
る
に
、
一
七
九
〇
年
は
佛
蘭
西
革
命
勃
登
の
翌
年
に
當
り
、
一
七
九
三
年
は
路
易
・
十
六
世
の
死

刑
さ
れ
た
年
で
あ
う
、
更
に
、
こ
の
爾
書
の
前
者
の
あ
ら
は
す
も
の
は
門
革
・
二
一
の
一
重
要
事
件
、
後
者
の

書
く
も
の
は
そ
の
砿
業
の
一
挿
話
に
外
な
ら
な
い
○
此
等
の
事
情
は
十
入
世
紀
末
の
佛
蘭
西
に

於
け
る
寓
實
主
義
二
二
の
下
生
が
「
革
命
菩
密
接
の
閣
係
を
有
す
る
こ
ご
を
示
し
、
從
っ
て
、
同
時
に
、
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